
○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版
○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

1.一般事項

(1)適用範囲

(2)設計図書

(3)標準仕様書

(4)その他標準仕様書

木標仕第7章1節

①国土交通省官庁営繕部制定 令和7年版「公共木造建築工事標準仕様書」

②(独)住宅金融支援機構編著 「枠組壁工法住宅工事仕様書」
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■は適用項目を示す。

設計図書に記載なきものは、標準仕様書による。標準仕様書として下記を指定する。

「標準仕様書」に記載なきものは、下記のその他標準仕様書による。

製材は乾燥材とし含水率は下表に特記無き限り19％以下とする。

国土交通大臣が指定した規格によること。

寸法規格 含水率樹種 区分・等級等

19

19

19

19

19

19

19

404・406・204防腐処理材土台・大引

木標仕第7章2節

2.1  木質材料

(1)枠組壁工法構造用製材

部位

1階床組

1階壁組

1階天井根太

上階床組

上階壁組

上階天井根太

小屋組

204

204・206・208・210

204・206・208・210

210・212

204・206・208・210

204・206・208・210

204・206・208・210

%以下

%以下

%以下

%以下

%以下

%以下

%以下

%以下

%以下

2.材料の品質

施工者は、各種試験結果・検査結果ならびに施工記録を提出する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を有した

工事に先立ち、各種の「施工図」を作成し監督職員・監理者の承認を受ける。又必要に応じて接合部の

① 加工能力      ② 工場規模     ③ 加工従事者の資格人数     ④ 管理体制

(10)各種試験・検査報告書の提出

(9)製作工場の選定・承認

(8)施工図及びプレカット図の提出

づける。

工事に先立ち、「製作要領書」・「施工計画書」を作成し監督職員・監理者の承認を受ける。

について協議する。

疑義が生じた場合や、施工工法の提案を行いたい場合には、監督職員・監理者に申し出、その処理方法

設計図書の優先順位は下記による。

1.指示書(質疑回答書)

3.設計図書

2.指示書(現場説明書)

(7)「製作要領書」・「施工計画書」の作成提出

(6)疑義

6.その他標準仕様書

5.標準仕様書

(5)設計図書の優先順位

①(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2018年版「枠組壁工法建築物構造躯体施工の手引」

[2025年12月11日]

②(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物くぎ打ちの手引」

③(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物パネル工法の手引」

⑤(公財)日本住宅・木材技術ｾﾝﾀｰ発行 2024年版「CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル」

④(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物パネル工法標準詳細図集」

モックアップの作製を行なう。パネル製作工場を使用する場合には、パネル製作図を「施工図」と位置

⑤ 品質管理体制  ⑥ 工事履歴     ⑦ JAS工場等の取得認証      ⑧ その他
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製材及び集成材の断面寸法

集成材

及び

製材

集成材

区分

612

610

606

416

414

412

410

408

406

404

212

210

208

206

204

乾燥材(含水率19％以下)

 38 × 140

 38 ×  89

 38 × 184

 38 × 235

 38 × 286

 89 ×  89

 89 × 140

140 × 140

 89 × 184

 89 × 235

 89 × 286

 89 × 336

 89 × 387

140 × 235

140 × 286

寸法型式
厚さ×幅(mm)

許容誤差は記号1.5mm

備考

※上記寸法は、JASの格付け時の寸法を表しており、現場搬入時での実寸法は乾燥の度合い等で若干の

誤差がある。

※集成材の含水率は15％以下とする。

本稿の内容は特記無き限り、枠組壁工法構造用製材の日本農林規格によるか、又は平12建告第1452号に

本仕様書は枠組壁工法による建築物及び工作物の工事に適用する。

本項の内容は特記無き限り、構造用集成材、構造用単板積層材及び直交集成板の日本農林規格に準じる

こと。

部位

針葉樹

針葉樹

針葉樹 C－D屋根 構造用合板 2級 特類

特類

特類

特類2級

2級

壁

構造用合板

構造用合板

構造用合板

上階床

1階床

C－D

C－D

C－D2級針葉樹

等級 品質 耐久性
強度 板面 接着

材種品名部位

本項の内容は特記無き限り、構造用合板及び構造用パネルは日本農林規格に、パーティクルボード及び

MDFは日本産業規格に準じること。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放散区分

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

15%以下

含水率

□

接着性能

□

□

□

□

□□

□

□

□

□

□

寸法規格
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放散区分

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

加工
さね

材面品質

1種

2種

3種

3種

2種

1種

15%以下

品名

構造用集成材

樹種 強度等級

構造用集成材

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

□

□

□

□

□

□

部位 樹種 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放散区分

含水率接着性能

構造用単板積層材

品名
等級

曲げﾔﾝｸﾞ係数区分

水平せん断性能区分

14%以下

14%以下

種別

環境A

環境A

環境A

環境A

環境B

環境B

環境B

環境B

環境C

環境C

環境C

環境C

A種□ B種□

□ B種□ A種

構造用単板積層材

強度等級

直交集成板

直交集成板 15%以下

15%以下 F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

□

□

□

□

□

□ 環境A

環境A

環境B

環境B

環境C

環境C

品名部位 樹種 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
放散区分

含水率接着性能

□ A種

□ MSR区分 MSR区分以外□

ラミナの品質(等級区分)

□ B種

B種□

□ MSR区分以外MSR区分□

A種□

2.2　ファスナー

ファスナーや接合金物等に錆が生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。

鋼材の表面処理は特記による。

ここに示すファスナーや接合金物などは、枠組壁工法構造の接合部に適用する。

大臣認定品を使用する場合は製造メーカー及び製品規格を「監督職員・監理者」に報告する。

くぎ、木ビス等は平13国交告第1540号の規定によるか、個別の国土交通省大臣認定品とする。

(3)構造用合板・構造用パネル(OSB)・パーティクルボード・MDF

軽量形鋼を構造部位に使用する場合は、構造計算による。

(7)軽量形鋼

木質トラスを使用する場合は、構造計算による他、製作メーカーの仕様書による。

木質断熱複合パネルを使用する場合は、製作メーカーの仕様による。

(5)木質断熱複合パネル

製作メーカーの仕様書による。

床根太・たるきに木質接着成形軸材料、木質複合軸材料を使用する場合は、構造計算による他、

(6)木質トラス(屋根トラス・床トラス)

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

規格等 適用規格 使用箇所

ﾒｰｶｰ規格

JIS

ﾒｰｶｰ規格

JIS

JIS

ﾒｰｶｰ規格

ﾒｰｶｰ規格

JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

JIS

CN50・65・75・90

CNZ50・65・75・90

ZN40・65・80・90

SN40

大臣認定ﾋﾞｽ

WSN・DTSN

ビス

STS・C65、STS・HC9

STS6.5F

長ビス

BN50・65・75・90

構造躯体

構造躯体

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

同上

MPW・CLT

CLT

CLT

CLT

MPW

亜鉛メッキ

構造金物用

性能試験ﾃﾞｰﾀ確認

告示第1540号

メーカー仕様による

四角穴付

四角穴付

備考

SF45

告示第1540号

告示第1540号

GNF40

SFくぎ

SNくぎ

GNFくぎ

ZNくぎ

BNくぎ

CNZくぎ

CNくぎ

種類

メーカー仕様による

メーカー仕様による

木ねじ

木ねじ

木質構造用ねじ

木質構造用ねじ

木質構造用ねじ

木質構造用ねじ

木質構造用ねじ

全ビス

(1)くぎ、木ねじ、木質構造用ねじ

異なる2面について両木口から300㎜以上の2箇所及び中央部計6箇所をその平均値とする。

・含水率検査を省略できる、含水率計は高周波水分計又はマイクロ波水分計を使用し、測定する材の

・含水率は刻印された表示を確認し、含水率計による検査を行なう。

・材種、等級は刻印された表示を確認し、外観、寸法検査は日本農林規格に準じる。

指定が無い場合は、原則「全数検査」とする。

「検査要領」に基づき適時「抜取り検査」を実施する。社内検査で「試験体本数」や「抜取率」の

「監督職員・監理者」に報告する。また「監理者」の立会いを要する検査については、指定された

現場又は加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で「受け入れ検査」を実施し、

木標仕第7章5節

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2施工者 2

施工者 2

施工者 2

施工者 2

2施工者

甲種枠組材

甲種枠組材

級以上

乙種ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

甲種枠組材

防腐・防蟻

屋根組材

天井根太

壁組材

床組材

土台

□

□

□

□

□

等級 検査 検査

(数値は抜取り検査を行なう比率％を示す)

材種 外観 寸法

含水率計表示確認

含水率
確認者規格部位

検査結果、性能に満たない材料については「適用箇所」を変更する等の処置を行なう。

(1)枠組壁工法用製材の検査方法

3.材料品質の検査方法

よる他、JAS認定工場の出荷伝票の確認を行う。

・日本農林規格又はこれ準じる格付製材又は平12建告第1452号による製材の加工材は、刻印の確認に

(3)接合金物

(2)ボルト・ナット

としJISA5550(床根太用接着材)とする。

ここでいう接着剤とは、建築現場で用いるものを対象とし、枠組壁工法の構造用面材に施工するもの

□

(4)接着剤(接着接合)

χマーク表示金物

Ｄマーク表示金物

Ｚマーク表示金物

Ｃマーク表示金物

製品性能試験データを提出

メーカー仕様による

その他金物

タイダウン金物

ホールダウン金物

□

□

□

□

□

□

□

溶融亜鉛ﾒｯｷ 使用環境Ⅱ

溶融亜鉛ﾒｯｷ 使用環境Ⅱ

溶融亜鉛ﾒｯｷ 使用環境Ⅱ

溶融亜鉛ﾒｯｷ 使用環境Ⅱ

使用環境Ⅱ溶融亜鉛ﾒｯｷ

備考使用環境表面処理材質種類

ﾀｲﾀﾞｳﾝ等用

土台・ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

土台

M－22

M－20

M－16

M－12

□ アンカーボルト

□ アンカーボルト

□ アンカーボルト

アンカーボルト□

使用部位表面処理適用径材質種類

構造用集成材

構造用単板積層材

(3)構造用集成材・構造用単板積層材・直交集成板・構造用合板等

構造用合板

構造用パネル

(OSB)

直交集成板

表示確認

又はこれに準じる

日本産業規格(JIS)

□

□

□

書類の写し確認

製造工場の認定

立会い目視検査

日本農林規格(JAS)、

確認方法

木質Ⅰ型梁

MDF

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

樹種・強度・材面品質・接着性能・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

断面・長さ・数量

樹種・強度・接着性能・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

樹種・強度・接着性能・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

確認項目材料

樹種・強度・板面品質・接着耐久性・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

強度・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

強度・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

強度・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

樹種・強度・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

規格表示の確認

規格表示の確認

□木ねじ類

ファスナー類 確認項目 確認方法

□くぎ類

□ボルト・ナット

□座金

□ｺｰﾁｽｸﾘｭｰﾎﾞﾙﾄ

材質・胴・頭径・長さ・仕上

材質・径・厚さ・仕上

材質・胴・頭径・長さ・仕上

材質・胴・頭径・長さ・仕上

材質・径・厚さ・仕上

□

□

設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを使用する場合

は、「監理者」に申し出承諾を受けること、又「製品性能試験データ」を提出すること。

(4)ファスナー

防水処理は(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2016年版「枠組壁工法建築物防水施工の手引」による。

ねこ土台を使用する場合は所定の強度のある製品を使用すること。

土台と基礎ｺﾝｸﾘｰﾄが接する部分には、土台の劣化防止として次の処置を行なう。

注：処理範囲は外部基礎立上りの内側、全面について行なう。

効力を有するものとする。

日本しろあり対策協会又は日本木材保護協会の認定薬剤とする。

(1) 木材の防腐・防蟻処理は下記による。

その主旨を「監理者」に申し出承諾を受けること又「製品性能試験データ」を提出する。

設計図書に明記された接合金物であることを確認すること。同等性能の接合金物を使用する場合は、

□基礎と土台の間に「ねこ土台」を施工する

木標仕第4章3節

規格表示の確認□

□

材質・形状・仕上・製造書

材質・形状・仕上

材質・形状・仕上

材質・形状・仕上

材質・形状・仕上

材質・形状・仕上

材質・形状・仕上

確認方法確認項目接合金物

χマーク表示金物

Ｄマーク表示金物

Ｚマーク表示金物

Ｃマーク表示金物

その他金物

タイダウン金物

ホールダウン金物

□

□

□

□

□

□

□

□ 現場吹付

□ 現場吹付

□ 現場吹付

□ 現場吹付

現場吹付□

K3

K3

K3

□

□

□

□

ひば・ひのき

ひば・ひのき

□

□

水周り壁

外周部壁

1階床根太

大引

土台

現場処理剤工場処理材高耐久使用部位

(3)耐侯処理・防水処理

□土壌処理省略    □北海道    □東北    □北陸

□防蟻薬剤による処理

JAS保存処理材　：　 　k5　　K4　　K3　　K2

AQ認証保存処理材　：　1種　 2種　 3種

(2)土壌処理

□基礎と土台の間に「防水紙」を施工する

特記無きは場合は、日本しろあり対策協会、又は日本木材保存協会認定品、又はこれと同等以上の

規格表示の確認

(5)接合金物

5.木材の加工 木標仕第7章4節

□：-1.5㎜以下 □：+0㎜、-3.0㎜以下

①枠組壁工法構造用製材の材長

②構造用集成材・構造用単板積層材

材長 □：±3.0㎜以下 □：+0㎜、-3.0㎜以下

□：□：±3.0㎜以下長辺

□：±1.5㎜以下短辺 □：+1.5㎜以下、-0.5㎜以下

□：-1.5㎜以下 □：

③構造用合板の寸法

④枠組壁工法用構造用ﾊﾟﾈﾙの寸法

□：-1.5㎜以下 □：

□：□：-1.5㎜以下

⑤パーティクルボードの寸法

⑤MDFの寸法

□：□：-1.5㎜以下

設計図書とは、本仕様書・設計図・指示書(現場説明書及び質問回答書を含む)をいう。

製作工場(JAS認定工場等)を選定し、当該加工工場の加工能力を示す。

資料(下記)を提出し、監理者の承諾を受ける

4.本仕様書(枠組壁工法構造特記仕様書)

(4)木質接着成形軸材料(LVL・LSL・PSL等)、木質複合軸材料(木質Ⅰ型梁等)

□防蟻薬剤による処理と同等維持用の対策(ベタ 基礎)

□塗布　　□吹付　　□浸漬(処理量　　300ml／㎡)

②工場処理材(注　現場の加工・切断・穿孔箇所等は現場処理に準じる)

①高耐久材の使用(樹種指定)

③現場処理(注　給排水用ビニール管に接する部分は、管を保護する)

4.耐久性(防腐・防蟻・耐候・防水処理)

加工寸法の精度(下記の値を標準とする)

(CLT)

(LVL)

(2)構造用集成材・構造用単板積層材(LVL)・直交集成板(CLT)

(屋根・床)

(2)製材加工品(構造・組加工材)

合せばり

合せまぐさ

施工図との照合

立会い目視検査

(JAS)表示確認

日本農林規格

受取検査

工事現場での

立会い検査

製造工場での

□

□

□

□

□

断面・材料等級・部材構成・くぎ打ち

長さ・数量

規格・材料等級・部材構成・くぎ打ち・数量

断面・材料等級・部材構成・くぎ打ち

長さ・数量

規格・材料等級・部材構成・くぎ打ち・数量

数量

トラス規格・材料等級・部材構成・接合金物

規格・材料等級・部材構成・くぎ打ち・数量

長さ・数量

断面・材料等級・部材構成・くぎ打ち

トラス材

屋根

床

壁

合せ柱

確認方法確認項目材料



枠組壁工法:構造特記仕様書(2)
○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版 ○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること

[2025年12月11日]

枠組壁工法:構造特記仕様書(2)

JH-S(両面より)
根太受け金物

3-CN75T

土台 大引き

150mm以内

150mm以
内

150mm以内

150mm以
内

い
ずれ

か片
方に

設置

い
ずれ

か片
方に

設置

たて
枠

まぐ
さ受

け

2m以下

2m以
下

有
する

アン
カー

ボル
ト

又
は同

等以
上の

引張
耐力

を

(径
12mm以上

、長
さ35cm以

上)

ア
ンカ

ーボ
ルト

六
角ナ

ット座
金

土台
隅角部

Ｔ字交差部

継ぎ手部
土
台

又は(455+45)

500

5
00

外壁下張材

壁枠組

開口部

そ
の

他
の

部
分

 
CN

50
@2

00

外
周

部
分

C
N5

0@
10

0

開口部

面材小間部
CN50F@200

CN50F@100
面材周辺部

CN50F@200
面材中間部

面材周辺部
CN50F@100

面材周辺部
CN50F@100

CN50F@200
胴廻り

CN50F@200
胴廻り

ハードボード・構造用パネル(OSB)

備考区分 部位 アンカーボルト 設置基準

構造計算による場合

HD・TD

一般部

耐力壁端部

各部位

各部位

M-12

M-12

M-12・M-16

M-20

製造所指定

2.0ｍ以内

構造図指定位置

構造図指定位置

告示第1540号による場合

9-1.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 床組 木標仕第7章6節・7節

壁構造用面材の種類
くぎ又はねじの間隔

部位 間隔㎜

100     75     50

200

100     50

200

構造用合板

パーティクルボード・ＭＤＦ

パルプセメント板

せっこうボード

硬質セメント板・ラスシート

シージングボード

せっこうボード

フレキシブル板

くぎ又はねじの
種類

CN50 CNZ50

BN50

CN50 CNZ50

BN50

GNF40・SF45

WSN・DTSN

SN40

GNF40・SF45

壁面材の外周部は10㎝以下、

その他の部分は20㎝以下

大臣認定仕様による

壁面材の外周部は15cm以下、

その他の部分は30㎝以下

外周部

その他部

外周部

その他部

○外壁構造用面材の割付

(3)壁耐力面材の施工

○構造用面材のくぎ打ち

(開口周りを「外周と扱う)

○耐力壁開口への構造用面材の掛け張り ○外壁の耐力壁の出隅部の面材の割付

(1)土台・アンカーボルト

1階の床に達する開口部の

両側のたて枠から15cm以内に設置

○地階を除く階数が三の建築物の場合

GNF40・SF45

大臣認定仕様による

○耐力壁の構造用面材のくぎ打ち・くぎの種類は構造図の特記無き場合下表による。

※くぎ又はねじの間隔は45㎜以上とする。

○アンカーボルトの種別施工位置は下表による。

※平13国交告第1540号によるアンカーボルトの設置基準は構造計算により除外される。

7.運搬・建て方

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ・定着板等を使用して、

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを適切な補助材で型枠に

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの径に相応した固定具を使用

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ下部を固定する

固定する

しｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを鉄筋等に固定する

□施工時の雨養生に対する検討書の提出

□施工時荷重条件の通知

□施工時の安全性に対する検討書の提出

□「建て方計画書」の提出

(7)建て方精度

□

種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持方法 許容誤差 使用条件

□

□

一般部

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物部

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物用の

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等

±5.0㎜

±5.0㎜

±3.0㎜

(1)輸送計画

(2)集積・保管

(3)資材揚重

(4)建て方計画

(5)建て方施工時の安全性

(6)アンカーボルトの施工

アンカーボルトの芯出しは「基準墨」に正しく合せて、適切な機器等で正確に行なう。

木標仕第7章5節

検討を行なう。また輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建て方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分な

資材集積の際は、適切な受け台等を設け、材に「ねじれ」や「曲がり」の損傷を与えないよう注意する。

降雪や降雨に対する保護として「シート養生」を行なう、但し空調の効いた室内は乾燥による「割れ」

が発生するため木材類の保管は避ける。

又資材を２階以上の階に集積する場合は、床の許容積載荷重を考慮して場所を指定する。

資材揚重において、クレーン、小型揚重機等を使用する場合は、予め施工計画書に記載し養生、安全

対策を十分に行う。

アンカーボルトの施工方法・建て方スペース・建て方機械・搬入・仕分け・地組み・足場計画・建て方

養生・安全対策などについて十分検討し、「建て方計画書」を作成する。

大きな引張力を与えるなどの場合、また強風などによる諸外力に対して必要に応じて「仮設補強材」等

の処置を施す。

アンカーボルトは下表の保持・埋込み方法で正確に行い、移動、下部の振れ等のないよう固定して、

コンクリートの打ち込みを行なう。

土台の穴空けはコンクリートの型枠解体後、ボルトの通り芯からのズレを実測し、不良部の是正後

行う、アンカーボルトの埋込み位置の許容誤差は下表による。

○通り芯からのｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工方法、精度は次による。

建て方精度の許容値は、各階、各耐力壁構造区画毎の精度とする。

土台据付時の水平精度並びに壁組、床組時の水平、垂直精度等を各工程の要所で適宜精度の計測を行う。

構造まぐさの水平

e≦L／4000+5.0㎜かつe≦20㎜

e≦L／1000+3

e≦L／1000+3

-5㎜≦△H≦+5㎜

e≦L／1000+3.0

±5.0㎜以下

±5.0㎜以下

e≦H／1000+3.0

節点間のﾚﾍﾞﾙ差

節点間のﾚﾍﾞﾙ差

階高

節点間のﾚﾍﾞﾙ差

通り芯からの誤差

構造壁ﾊﾟﾈﾙ

壁の倒れ

□

□

□

□

□

□

□

建物の湾曲

梁の水平度

床の高さ精度

床の水平度

建物の倒れ

壁の高さ精度

壁の位置精度□

基準内容項目

建て方の精度は下表による。

建て方精度の確認は、各階建て入れ直し後に行い、監理者に報告する。

□施工者自主検査記録の提出

④最終確認

□施工者自主検査記録の提出

③建て方時の立会い検査

②地組み時の立会い検査

□施工者自主検査記録の提出

①アンカーボルト施工時の立会い検査

(8)施工状況の検査

※建て方精度に不具合が生じた場合は、速やかに監理者に報告し是正する。

(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2016年「枠組壁工法建築物自主検査基準」による他、下記の検査を

実施する。

□目視による精度確認　　　□計測機器による精度確認　　　□アンカーボルト径・位置・間隔

□施工者自主検査記録の提出

□目視による精度確認　　　□計測機器による精度確認　　　□材料の加工寸法検査

□目視による精度確認　　　□計測機器による精度確認　　　□材料の加工寸法検査

工事中発生するボルトの緩み、ファスナー及び接合金物に影響する材の割れ、接着面のはがれ等に注意

を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やかに「監理者」に報告し、対

応策を協議する。 ※屋根合板を厚24㎜とする場合はCN65又はCNZ65を使用する。

○屋根の構造用面材のくぎ打ち・くぎの種類は構造図特記無き場合下表による。

○床の構造用面材のくぎ打ち・くぎの種類は構造図の特記無き場合下表による。

○くぎ受け材を使用する場合 ○くぎ受け材を省略する場合

○くぎ受け材を省略する場合○くぎ受け材を使用する場合

CN75・CNZ75

CN75・CNZ75
外周部分
床面材の

その他の
部分 F 20cm以下

15cm以下F

24㎜
10cm以下BN65 F

FBN65 15cm以下

20cm以下CN65・CNZ65 F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

CN65・CNZ65

CN65・CNZ65

BN65

BN65

CN65・CNZ65

CN50・CNZ50

BN50

BN50

CN50・CNZ50

床面材の

その他の

外周部分

部分

部分

外周部分

その他の

床面材の

12㎜

15㎜と床根太
床面材

打ち方くぎの種類部位厚さ

緊結する部分

間隔

15cm以下

10cm以下

20cm以下

15cm以下

15cm以下

10cm以下

20cm以下

15cm以下

15cm以下

接着剤

□

□

接着剤を
使用する

接着剤を
使用しない

緊結の方法

○床材と枠組材のくぎ打ち部位

(1)床下張り材の施工(構造計算による場合は特記による)

木標仕第7章2節・7節・8節・9節

(3)屋根下張り材の施工(構造計算による場合は特記による)

使用しない
□ 接着剤を

□ 接着剤を
使用する

20cm以下

30cm以下

10cm以下

15cm以下

F

F

F

F

BN50

CN50・CNZ50

BN50

CN50・CNZ50

の外周部
屋根下地面材

その他の部分

接着剤間隔打ち方くぎの種類

緊結の方法
緊結する部分

と屋根下地面材
たるき又はトラス

8.枠組壁工法耐力面材の張り方

そ
の
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部
分
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の
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分 床
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け材

受
け材

継手
が「

さね
加工

」

※

3.厚さ12mm以上の構造用合板で本ざね加工
2.厚さ15mm以上の構造用合板で本ざね加工
1.厚さ18mm以上の構造用合板
床根太間隔500mm以下で

※くぎ受け材を省略できるのは

そ
の
他
の
部
分

そ
の
他
の
部
分

屋
根
材
の
外
周
部
分

そ
の
他
の
部
分

屋
根
材
の
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分

たるき

※受け材
屋
根
材
の
外
周
部
分

屋
根
材
の
外
周
部
分

※

継
手が

「さ
ね加

工」

継
手が

突き
合わ

せ

たるき又はトラス上弦材

くぎ受け材

たるき又はトラス上弦材

※くぎ受け材を省略できるのは
ｲ.たるき又はトラスの間隔を310mm以下とし、厚さ12mm以上の構造用合板
ﾛ.たるき又はトラスの間隔を500mm以下とし、厚さ15mm以上の構造用合板
ﾊ.たるき又はトラスの間隔を500mm以下とし、厚さ12mm以上の構造用合板で本ざね加工

建て方作業中及び作業後、横架材上に諸材料又は機械などの重量物を積載する場合、あるいは壁に

(1)仕口・継手の原則

(2)くぎ接合

①くぎ打ち時の「めり込み」防止

施工に当り、自動くぎ打ち機の空気圧を適正に保持し

6.接合

構造図に特記のない接合方法の採用については「監督職員・監理者」の承諾を受ける。

「本仕様書」・「共通仕様書」等の規定に基づき

(4)その他の方法による接合

(3)既製金物による接合

木標仕第7章2節

くぎ打ちの仕様は平13国交告第1540号による他、

仕口・継手の方法は「構造図」の指定による。特記無き場合は1.(3)標準仕様書、1.(4)その他標準

仕様書にに示された枠組壁工法用の一般的仕様に従う。

一般的仕様の適用慣例については、本仕様書による。

「くぎ施工」は「平13国交告第1540号」に規定される緊結方法による。

枠組壁工法は、原則として部材間の接合は「くぎ接合」で施工される。

④くぎ打ちの基準

斜めくぎ打ちは原則としCN75又は65・CNZ75又は65

③斜めくぎ打ち時の材割れ

②縁端寸法(はしあき寸法)の確保

構造用面材へのくきの「めり込み」を防止する。

確保する(右図)。

構造用面材の施工において、面材の縁距離を8.0mm以上

を使用し、構造材の材割れを起さないよう注意する。

行なうこと。

○くぎ打ちの原則は下図による。

既製の構造金物は、各金物仕様に基づき、接合両材間が密着するように取付ける。

耐力壁の脚部の金物は、躯体組立て時、安全を考慮し仮締めを行う。

建物の「沈み込み」が一定程度終了した後「本締め」を行う。

金物の本締めは、躯体施工時に仮留めと屋根工事完了後上階へのせっこうボード等の荷揚げ終了後、

仕様・材料及び施工方法は構造図特記によるものとする。

CN90F@500

CN90F@250

外壁下張材を上枠に

頭つなぎから上枠へ

くぎ打ちする場合は

端根太から床根太へ 下枠からたて枠へ

添え木から床根太へ

床根太から頭つなぎへ
2-CN75T(両側から) 2-CN75T(両側から)

端根太から頭つなぎへ

せん断耐力比 5/6(≒0.83)

せん断耐力比 2/3(≒0.67)

せん断耐力比 1.0

床
根
太

添え側根太

頭つなぎ

側根太端根太ころび止め

頭つなぎ

合計6-CN90F
各床根太へ3-CN90F

床根太

添え木

下枠

下枠
たて枠

たて枠

2-CN90E

端根太床根太

ころび止め

3-CN90E

床根
太

床
根
太

30°

30㎜程度 Lp

Lp

L
p

CN75又はCN90

斜め打ち:T(Toe Nail)

木口打ち:E(End Nail)

CN90

平打ち:F(Face Nail)

CN90又はCN75

くぎ打ち記号=F

くぎ打ち記号=E

くぎ打ち記号=T斜め打ち

木口打ち

平打ち(貫通する)

38

たて枠

構造用面材

CN50

はしあき寸法
縁端距離

□輸送計画書の提出(

□資材集積場の確認(

  ((一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2024年「自主工事検査チェックリスト」)

(くぎの種類等は下表による)

＋床根太用接着剤を使用(床根太・本ざね部分)

)

)
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枠組壁工法:構造特記仕様書(3)

する

のくぎ打ちに注意

又天井根太の継手

接合(くぎ本数)注意

たまきと天井根太の

たるき方式の場合

仮組し、性能を確認すること

トラスを分割し現場組立する場合は

トラス仕様は製造会社の仕様

屋根ばり方式の場合

屋根ばりの断面寸法

は構造計算による

むなぎ

振れ止め

たるきつなぎ

たるき

天井根太

ころび止め

振れ止め

トラス

振れ止め

屋根ばり

天井根太

屋根ばり

たるき

振れ止め
振れ止めよりたるきへ
2-CN75F

ころび止め
(たるきが208以上の場合又は
40㎡を超える区画の場合は
ころび止めを設ける)

むなぎ

たるき

たるきとむなぎ
片側から2-CN75T
反対側から1-CN75T

たるきと頭つなぎ
2-CN75T

たるき

頭つなぎ

上枠

たて枠

天井根太

添えたて枠より支持柱へ

筋交い204(たすき)

4-CN90F

屋根ばり

帯金物 S-65
15-ZN65

建物内部小屋壁

404又は2-204以上
たて枠

又は合わせ枚数と同数の204
・製材による合わせばりの場合404
・構造用種製剤の場合404
支持柱

4-CN90F

両端部:2CN90F
中間部:CN90F@300千鳥

天井根太から頭つなぎへ

添え木
400mm以上

各天井根太へ
添え木より

3-CN90F
合計6-CN90F

6-ZN40
帯金物 S-45

又はその他のくぎ打ち

又はその他のくぎ打ち

又はその他のくぎ打ち

たるきと天井根太
3-CN90F

又はその他のくぎ打ち
2-CN75T
天井根太と頭つなぎ

又は構造計算による

○屋根枠組のくぎ打ち・くぎの種類は構造図特記無き場合下表による。

○小屋筋違いの施工 ○天井根太の継手

○小屋組各部材のくぎ打ち

(2)屋根枠組各部位の構成

〇屋根ばり小屋組の例○屋根ばり方式の屋根

○トラス方式の屋根 〇トラス小屋組の例

〇たるき小屋組の例○たるき方式の屋根

(1)屋根枠組の種類

屋根ばり方式

9-4.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 小屋組 木標仕第7章9節

緊結する部分
緊結の方法

くぎの種類 くぎ本数 打ち方

F

T

F

F

F

T

T

T

3本

4本

3本

3本

4本

2本

3本

  構造計算又は共通仕様書
※くぎ打ち必要本数は

  による

たるきと天井根太

たるきとむなぎ

トラスとあたまつなぎ
たるき・天井根太又は

たるき方式

CN90・CNZ90

CN75・CNZ75

BN90・BN75

CN90・CNZ90

CN75・CNZ75

BN90・BN75

CN75・CNZ75

BN75

CN75・CNZ75

CN65・CNZ65

片側から
くぎ打ち

2枚合せのたて枠 中間部かいぎのたて枠

かいぎ

くぎ打ち
両側から 両側から

くぎ打ち

3枚合せのたて枠

両側から
くぎ打ち くぎ打ち

両側から

※たて枠とまぐさ受材の接合も上記による

2-CN75F

2-CN90F
両端部

CN75F@300以下(千鳥)

CN90F@300以下(千鳥)
中間部 中間部

CN90F@300以下(千鳥)

CN90F@300以下(千鳥)
中間部

両端部
2-CN90F

2-CN75F

両端部
2-CN90F

両端部
2-CN90F

2-CN90F
両端部

2-CN90F
両端部

3-CN90F
かいぎごとに

3
00

30
0～

4
00

か
い

ぎ
長

さ
か

い
ぎ

長
さ

3
00

～
40

0

かいぎごとに
3-CN90F

か
い

ぎ
長

さ
30

0～
4
00

かいぎごとに
3-CN90F

かいぎごとに
3-CN90F

3-CN90F
かいぎごとに

3-CN90F
かいぎごとに

2枚合せの床梁

くぎ打ち
片側から

3枚合せの床梁

くぎ打ち
両側から 両側から

くぎ打ち

3
00

両端部
2-CN90F

2-CN90F
両端部

両端部
2-CN90F

2-CN90F
両端部

2-CN90F
両端部

両端部
2-CN90F

200

400

中間部
CN90F@200以下(千鳥)

CN90F@400以下(千鳥)
中間部

中間部
CN90F@400以下(千鳥)

合板かいぎ 合板かいぎ2枚

合板かいぎ2枚合板かいぎ

4-CN75F
(両側より) (両側より)

4-CN75F

(両側より)
4-CN75F4-CN75F

(両側より)

300
mm
程度

30
0mm

程
度

50
0mm

以下

50
0mm

以下

30
0mm

程
度

300
mm
程度

500
mm
以下

300
mm
程度

300
mm
程度

300
mm
程度

300
mm
程度

500
mm
以下

又は

又は

又は

(3)製材合せまぐさ材

(2)製材合せ梁

(1)合せたて枠

9-2.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 製材合わせ材

木標仕第7章8節9-3.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 壁組

(1)耐力壁の壁組構成

〇耐力壁各部材のくぎ打ち 〇くぎ打ち方と記号

〇上側からたて枠→下枠へくぎ打ちする場合

〇上側からたて枠→下枠へくぎ打ちする場合

(2)壁上枠・頭つなぎ構成

〇頭つなぎの継手位置とくぎ打ち

〇隅角部(204又は304たて枠3本以上) 〇Ｔ字型交差部(204又は304たて枠3本以上)

(3)壁枠組構成

〇隅角部(その他)〇十字型 交差部(204又は304たて枠3本以上)

CN90F @500以下

CN90F@250

外壁下張材を上枠に
くぎ打ちする場合は

又はその他くぎ打ち

又はその他くぎ打ち

又はその他くぎ打ち

又
は

そ
の

他
く

ぎ
打

ち

又
は

そ
の

他
く

ぎ
打

ち

又はその他くぎ打ち

又はその他くぎ打ち

206

204204

204

206

206

下枠 下枠

たて枠たて枠

下枠

たて枠

下枠206

たて枠206

壁下地材

たて枠

下枠

下枠

下枠
たて枠

たて枠

たて枠

下枠

たて枠

たて枠

下枠

下枠

下枠
たて枠

たて枠 たて枠

たて枠
下枠

下枠下枠

下枠
たて枠

たて枠

下枠

下枠
たて枠

たて枠

下枠

下枠

下枠

たて枠

たて枠
たて枠

下枠

かいぎ

たて枠

下枠
たて枠

たて枠

CN90F@500以下

頭つなぎ

たて枠

上枠 上枠

頭つなぎ2-CN90F
2-CN90F

たて枠

上枠

頭つなぎ
2-CN90F

頭つなぎ 頭つなぎ

上枠上枠

たて枠

2-CN90E
たて枠と下枠

CN90F @500以下
床版の枠組材
下枠と

たて枠

下枠

た
て

枠
と

ま
ぐ

さ
受

け
CN

75
F 

@3
00

以
下

CN
75

F 
@3

00
以

下
た

て
枠

と
ま

ぐ
さ

受
け

たて枠

まぐさ受け

3階建ての1階の場合
下枠と床版の枠組材
CN90F @250以下

2-CN90E

上枠

縦枠と上枠
頭つなぎ

上枠と頭つなぎ

反対側から1-CN75T
片側から2-CN75T
たて枠

下枠

上枠

たて枠

片側から2-CN75T
反対側から1-CN75T

60°

平打ち(F) 木口打ち(E) 斜め打ち(T)

まぐさ

6-ZN40

450mm以
上

400mm以上

たて枠

(床根太と同寸)
ころび止め

帯金物S-45

6-CN90F

(床根太と同寸)
ころび止め

たて枠

450

400mm以上

100以上

3-CN90F

2-CN75T

たて枠

(床根太と同寸)
ころび止め

3本 T

打ち方 間隔等

T

T

T

T

T

T

25cm以下

18cm以下

50cm以下

36cm以下

床根太と土台又は頭つなぎ

くぎ本数

2本

4本

くぎの種類等

CN75・CNZ75

CN65・CNZ65

BN75

BN65

CN75・CNZ75

BN75

CN75・CNZ75

BN75
その他の階

3階建ての1階

緊結の方法
緊結する部分

と土台又は頭つなぎ
端根太・側根太

(C)帯金物

(B)添え木

(A)重ね継ぎ

(3)根太の継手

○床枠組のくぎ打ち、くぎの種類は構造図特記無き場合下表による。

BN90

CN90・CNZ90

BN90

CN90・CNZ90

BN90・BN75

CN90・CNZ90

BN65

BN90・BN75

CN65・CNZ65

CN75・CNZ75

CN90・CNZ90

下枠と床版の
枠組材

上枠と頭つなぎ

その他の階

3階建ての1階

たて枠と上枠又は下枠

34cm以下

50cm以下

34cm以下

50cm以下

17cm以下

25cm以下

F

F

F

F

F

F

F

F

F

4本

3本

2本

間隔打ち方くぎ本数打ち方くぎの種類
緊結する部分

緊結の方法

○壁枠組のくぎ打ち・くぎの種類は構造図特記無き場合下表による。

○製材の合せ材のくぎ打ち・くぎの種類は構造図特記無き場合下表による。

緊結する部分
くぎの種類 打ち方 間隔等 備考

緊結の方法

F・千鳥

F・千鳥

F

F

F・千鳥

合わせ梁

合わせﾏｸﾞｻ

たて枠とたて枠、又はまぐさ受け

3本合わせ

2本合わせ

3本合わせ

2本合わせ

CN90・CNZ90

CN90・CNZ90

CN75・CNZ75

CN75・CNZ75

CN75・CNZ75

CN90・CNZ90

両端2本

中間200㎜

両端2本

中間400㎜

両面から

4本づつ

両面から

4本づつ

両端2本

中間300㎜

両面打ち

両面打ち

かいぎ500㎜以内

かいぎ部にくぎ打ち

かいぎ500㎜以内

かいぎ部にくぎ打ち

○床根太と頭繋の接合 ○側根太・端根太の継手

○側根太・端根太と頭繋ぎの接合

端根太の継手は床根太間とする

CN75Fによりくぎ打ち

500mm程度離す
継手の両側200mmの範囲内に

側根太と添え根太の継手は
継手の両側に3-CN75Fにより
くぎ打ち

ころび止め
端根太

2-
CN7

5T(
両
面)

く
ぎ打

ち

又は
その

他の

たて枠

上枠

頭つなぎ

床根太

側根太

添え側根太

床
根太

間

500mm程
度

【側根太と添え側根太】

頭つなぎへ
CN75T@500(@250)

添側根太
側根太

端根
太継

手

端根太へ
それぞれ3-CN75F

【端根太継手部】

端根太

ころび止め

端根太へ
4-CN75F

【端根太ところび止め】

(耐力壁線区画面積40㎡超の場合は構造計算による)

(2)床組

〇端根太・側根太と土台くぎ打ち 〇端根太・側根太と頭つなぎのくぎ打ち

斜め打ち(T)

60°60°

斜め打ち(T)

又
は
そ
の
他
のく

ぎ
打
ち

CN
75
T @

50
0m
m以

下

CN
75
T 
@5
00
mm
以下

又
はそ

の
他
の
く
ぎ
打
ち 又

は
そ
の
他の

く
ぎ
打
ち

CN75T @500mm以
下

CN75T @500mm以下

又
は
そ
の
他
のく

ぎ
打
ち

側根太

端根太

上枠 上枠
頭つなぎ 頭つなぎ

端根太
端根太

土台

土台

床根太
側根太

斜め打ち(T)

60°
BN75T

CNZ75T

CN75T

くぎの種類 くぎの間隔

500mm以下

500mm以下

500mm以下

4-CN75T(両側から)

(206壁の場合)(204壁の場合)

(204壁の場合) (206壁の場合)
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9-6.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 欠き込み・穴あけ

D以上

D

D

D以上 D以上

穴あけと欠き込みは連続した穴あけ

欠き込みと他の欠き込みは

穴
あ

け
の

で
き

な
い

部
分

D以上

D/6以下

D/6以下

D/3以下

D/3以下

D/2以下

D/2以下 D以下欠き込みのできない部分

D

L=床根太のスパン

L/3 L/3 L/3

D 50
mm

50
mm

(1)床根太への「欠き込み・穴あけ」基準

欠込み・穴あけの基準なし

D

端根太

帯金物

帯金物

D
側根太

欠込み・穴あけの基準なし

D以上はなす

D以上はなす

にて安全を検証の上行なう。

行なう場合は、「構造計算」

「穴あけ」は行なわないこと

行なうこと。

は「帯金物」による補強を

超える「穴あけ」を行なう場合

※構造壁の開口まぐさへの

※側根太・端根太の背の1/3を

にて安全を検証の上行なう。

行なう場合は、「構造計算」

穴あけ」は行なわないこと

※原則として床梁への「欠き込み

(3)耐力壁の上枠・頭つなぎ・下枠への「欠き込み・穴あけ」基準

D/2以下

D/2超

見込
み

D
ﾊﾟｲ

ﾌﾟｶ
ﾞｰ
ﾄﾞ

下枠

D

D/2以下

見込
み

D/2超

下枠

ﾊﾟｲ
ﾌﾟｶ

ﾞｰ
ﾄﾞ

D

頭
つな

ぎ

上枠

見
込み

D/2超

D/2以下

ﾊﾟ
ｲﾌﾟ

ｶﾞｰ
ﾄﾞ

上枠

頭
つな

ぎ

D/2超

見
込み

D/2以
下

D

ﾊﾟ
ｲﾌﾟ

ｶﾞｰ
ﾄﾞ

※上枠・下枠への「欠き込み・穴あけ」を行なった場合は、壁の面材施工時くぎ・ビス

D/4を超
える

D/4以
下

D/4を
超え

る

D/4以
下

D D

40mm以上

パイ
プガ

ード

D

30mm以上

パイ
プガ

ード

D

40mm以上

施工に注意すること。

※原則として、1本のたて枠への「欠き込み」は1箇所とする。

※たて枠への「欠き込み・穴あけ」を行なった場合は、壁の面材施工時くぎ・ビス施工に注意すること。

たるき(206以上)

75mm以上
支持部分

天井根太

2-CN75T
たるきより頭つなぎ

欠込み部分

H
/3

以
下H

たるきを75㎜以上欠き込み納めの場合 あたまつなぎ部に勾配調整材を設置する場合

防火被覆

床開口1.82m×1.82m

床開口部

根太受け金物

BH2-210
はり受け金物

JH208・210

耐
風
ば
り
の
継
手
を
設
け
て
は
な
ら
な
い

建
物外

部側

床
開
口
部
側根

太
2-
21
0

耐
風
ば
り
2-
210

耐
風
ば
り
2-210

耐
風
ば
り
の
継
手
を
設
け
て
は
な
ら
な
い

建
物外

部側

継手を設ける位置に注意する
耐風ばりは床開口から延長になるので

耐風ばりは床開口から延長する

延
長

床開口継
手
は
不
可

床
開
口
部
分
で
の

ま
で
延
長

次
の
床
根
太

直
交
す
る

耐風ばり 集成材410

床開口

外部
外部床開口

外部

【床開口隅角部の緊結1】 【床開口隅角部の緊結2】

帯金物
S-90×2

集成材410
耐風ばり

JHS×2

【耐風ばりと開口部側根太の緊結1】 【耐風ばりと開口部側根太の緊結2】

外部外部

床開口

集成材410

開口部 床開口
側根太 側根太

開口部

の
ばす

200mm程
度

200mm程
度

の
ばす

③トラス構造とする場合は製造メーカーの仕様、又は構造計算による。

たるきの欠き込み巾は原則　75㎜以上かつ、たるき背の1/3以下を確保する。

①206材以上のたるきは欠き込んで外壁のあたまつなぎに納める。

たるきと壁あたまつなぎの接合は下記のいずれかによる。

○耐風ばりと床組の構成

〇床開口部施工例

(3)たるきと壁頭つなぎの取合い

9-5.枠組壁工法接合部の標準仕様 - 床開口・屋根開口

枠組壁工法:構造特記仕様書(4)

(4)たて枠への「欠き込み・穴あけ」基準

床開口部を設ける場合は、構造計算により安全を確認する、又外壁に接する。

床開口は、外壁側に「耐風ばり」を設ける、耐風ばりの断面は構造計算により決定する。

(5)耐力壁に設ける小開口

耐力壁に穴径L/2(50cm程度)までの小開口を設ける場合、四周を受け材等で補強し面材にくぎ打ちを行う。

面材短辺寸法：L

下枠

上枠

たて枠

頭つなぎ

L/
2

50
cm

程
度

(2)側根太・端根太への穴あけ補強(根太背D/3を超える場合)

②たるきの欠き込みに替えて、あたまつなぎの上に勾配調整材(傾斜かいぎ)を取り付ける。



面材継手部分は構造用面材を現場施工
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ル
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太
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ル
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井
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ル
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送
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井
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太
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井
根太

壁
パ
ネ
ル

天井
パ
ネ
ル

天
井パ

ネ
ル

こ
ろ
び
止
め

天
井
根
太

帯金
物

屋根パネル

た
る
き

軒
先
面
材

455

面
材
継
手

壁
パ
ネ
ル

天
井
パ
ネ
ル

天
井
根
太

帯
金
物

[現
場
施工

]
[現

場
施
工
]

構造
用
面
材

構
造
用
面
材

こ
ろび

止
め

こ
ろ
び
止め

面
材
継
手

面
材
継
手

た
るき

た
るき

屋
根
ば
り

455

屋根パネル

屋根パネル 面
材
継
手

屋根パネル

け
ら
ばた

る
き

け
ら
ば
面
材

壁
パ
ネ
ル

小
屋
壁
パネ

ル

天
井
パネ

ル

あお
り
止
め
金
物

あ
お
り
止
め金

物

こ
ろ
び
止
め

構
造
用面

材

鼻
隠
し

構造
用
面
材

[現
場
施
工]

[現
場
施
工
]

[現
場
施工

]

けらばたるきと壁パネルはあおり止め金物により緊結

けらばたるき・ころび止めは規定のくぎ打ち

面材継手部分は構造用面材を現場施工

〇けらば部分の接合 [けらば面材現場施工]

たるき相互は帯金物(S-45)により緊結

面材継手部分は構造用面材を現場施工

たるき・ころび止めは規定のくぎ打ち

〇中間部たるき相互の接合

(9)パネルの精度

〇軒先部分の接合 [軒先面材現場施工]

たるきと壁パネルはあおり止め金物により緊結

たるき・天井根太・ころび止めは規定のくぎ打ち

(8)屋根パネルの接合

天井根太・ころび止めは規定のくぎ打ち

天井根太相互は帯金物(S-45)により緊結

〇内部耐力壁(支持壁)部分の接合

天井根太は規定のくぎ打ち

〇軒先部分の接合

(7)天井パネルの接合

こ
ろ
び
止
め 床

根太耐
力壁

床
パ
ネル

床
パ
ネル

455

455

面
材
継手

面
材
継
手

(支
持
壁
) 構

造
用
面
材

帯
金
物

[現
場
施
工
]

根
太
受
け
金
物

455

床
パ
ネ
ル

床
ば
り

床
パネ

ル
455

床根
太 構

造
用面

材

面
材
継
手

面
材
継
手

[現
場
施
工
]

面
材
継手

面
材
継手

床
パ
ネル

455

床パ
ネ
ル

壁
パ
ネ
ル

端根
太

こ
ろび

止
め

455

構
造
用面

材

構
造
用
面
材

端
根
太

45
5面

材
継
手

45
5面材

継
手 [現

場
施
工
]

[現
場施

工
]

こ
ろ
び
止め

[現
場
施
工
]

[現
場
施工

]

床根太・ころび止めは規定のくぎ打ち

面材継手部分は構造用面材を現場施工

面材継手部分は構造用面材を現場施工

床根太相互は帯金物(S-45)により緊結

床根太・ころび止めは規定のくぎ打ち

根太受け金物を床ばりに取付け規定のくぎ打ち

床根太を根太受け金物に取付け規定のくぎ打ち

〇床ばり部分の接合 [根太受け金物を床ばりに取付]

〇端根太部分の接合

(7)床パネルの接合

〇内部耐力壁(支持壁)部分の接合

規定のくぎ打ち
[現場施工]

壁
パ

ネ
ル

壁パネル

壁倍率10倍：2-CN90F @200
壁倍率 5倍：2-CN90F @300
実験によるたて枠相互のくぎ打ち

実験によるくぎ打ち
[現場施工]

たて枠相互の接合は

勝ち側

頭
つ
な
ぎ
交
差
[負

け
]

負け側

頭
つ
な
ぎ
交
差[勝

ち
]

頭つなぎの交差は工場にて加工

頭つなぎ・たて枠相互は規定のくぎ打ち

壁パネル

またぎ張り無し
突き合わせ

たて枠たて枠壁パネル

〇パネルＴ字部の接合

+1～-5mm +1～-5mm

0～-2mm

±2mm

4mm以内 2mm以内

3mm以内

±2mm

±2mm

0～-2mm

0～-2mm

0～-2mm

0～-2mm

0～-2mm

4mm以内

0～-2mm

0～-2mm

4mm以内

+2～0mm

+2～0mm

3mm以内開口対角差：WDa－WDb

開口長さ：ROL(設計寸法)

開口幅  ：ROW(設計寸法)

〇床パネルの精度

フレーム組立て、各部材へのくぎ打ち後に測定を行う。

【測定方法】

面材を張る場合は、面材を張る前に測定する。

床パネルの精度

(-)側 (-)側

W(設計寸法)

(-
)側

(
-)

側

L(
設

計
寸

法
)

DbDa

パネル幅  ：W(設計寸法)

対　角　差：Da－Db

パネル長さ：L(設計寸法)

WDbWD
a

RO
L

(設
計

寸
法

)

(
+)

側
(+

)側

(+)側(+)側
ROW

(設計寸法)

床パネル開口部の精度

対　角　差：Da－Db

パネル幅  ：W(設計寸法)

パネル長さ：L(設計寸法)

(
設

計
寸

法
)

H
2

(
-)

側
(-

)側

DbDa

屋根パネルの精度

天井パネルの精度

(
-)

側
(-

)側

L
(設

計
寸

法
)

(-)側(-)側

W(設計寸法)

Da

Db

L
(設

計
寸

法
)

(
-)

側
(-

)側

(-)側(-)側

W(設計寸法)

パネル高さ：H2(設計寸法)

パネル高さ：H1(設計寸法)

パネル長さ：L (設計寸法)

L(設計寸法)

(-)側(-)側

H
1

(
設

計
寸

法
)

(
-)

側
(-

)側

小屋壁パネルの精度

面材を張る場合は、面材を張る前に測定する。

【測定方法】

フレーム組立て、各部材へのくぎ打ち後に測定を行う。

〇小屋壁パネルの精度・屋根パネル・天井パネルの精度

30
mm

程
度

60°
程度

30
mm

程
度

程度
60°

(+)側

めり込み 打ち残し

(-)側打
ち

残
し

(
+)

側

(
-)

側

め
り

込
み

〇製材どうしのくぎ打ちの精度 〇斜めくぎ打ちの精度

斜めくぎ打ち製材どうしのくぎ打ち

壁パネル開口部の精度

WDbWD
a

(設計寸法)

(
設

計
寸

法
)

WH
b

H
a

Wa

WH
a

H
(設

計
寸

法
)

開口長さ：Wa(設計寸法)

開口高さ：Ha(設計寸法)

開口対角差：WDa－WDb

開口高さ比：WHa－WHb

L(設計寸法)

パネル長さ：L(設計寸法)

パネル高さ：H(設計寸法)

対　角　差：Da－Db

外壁パネルの精度

(-)側(-)側

Da
Db

パネル長さ
中央部

フレーム組立て、各部材へのくぎ打ち後に測定を行う。

外壁パネル等で面材を張る場合は、面材を張る前に測定する。

精度が求められるパネルを作成する場合、中央部のパネル長さを確認する。

【測定方法】

〇壁パネルの精度

○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版 ○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること 枠組壁工法:構造特記仕様書(5)

[2025年12月11日]

(1)パネル製作工場等

構造図に特記のない接合方法の採用については監督職員・監理者の承諾を受ける。

(2)木材等の加工

パネル製作、トラス製作、枠組材等の加工等を行う場合は、パネル製作図、トラス製作図、又は加工図

を作成し、監督職員に提出する。

パネル製作図等には、以下について記載する。

パネルを製作する工場及び木材等の加工工場の製作・加工能力等を示す資料を、監督職員に提出する。

選定したパネル製作工場及び木材等の加工工場は、監督職員の承諾を受ける。

パネル製作構造等における品質管理が適切に行われたことを示す記録を、監督職員に提出する。

①パネル、トラス又は枠組材等の加工材の工場又は工事現場における製作、加工範囲の区分

②枠組材相互、枠組材と構造用面材及びパネル相互を緊結する接合具の仕様と接合方法

③接合金物・接合具等の仕様

④パネル製作工場で取付けを行う接合具

パネル等は、パネル製作図等と出荷記録を照合し、断面寸法、長さ、仕口及び継手の位置、接合金物等

の取付け位置等について、全て記録を行い、記録を監督職員に提出する。

(3)搬入及び建て方

材料、パネル等の搬入及び集積に当たり、部材への損傷及び雨掛りがないように留意する。

搬入日は、原則として、建て方を行う日とする。材料、パネル等は、たて方順序を考慮して搬入及び

集積する。

工事現場における含水率の測定は、監督職員との協議による。

(5)その他標準仕様書

「標準仕様書」に記載なきものは、下記のその他標準仕様書による

②(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物パネル工法標準詳細図集」

本節は、枠組壁工法工事に用いるパネル(枠組材及び枠組材に構造用面材を組み立てた、壁パネル、床パネル、

屋根パネル等の加工部材。以下「パネル」という。)を工場製作とする建築物に適用する。

頭
つ
な
ぎ
継
手

頭
つ
な
ぎ
継
手

壁
パ
ネ
ル

[現
場
施
工
]

壁
パ
ネ
ル

頭
つ
な
ぎ

面
材
突
き
合
わ
せ

頭つなぎ継手部分は現場施工

構造用面材・頭つなぎは規定のくぎ打ち

面材継手部分は構造用面材を現場施工にてまたぎ張り

〇パネル相互の接合(現場またぎ張り)

(6)壁パネルの接合

[現場施工] [現場施工][現場施工]
規定のくぎ打ち規定のくぎ打ち 規定のくぎ打ち

ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
芯

[現場施工]

添え木 たて枠

またぎ張り

壁パネル ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
芯

構造用面材

壁パネル

面
材

面
材現

場ま
た
ぎ
張
り

現
場
ま
た
ぎ
張
り

壁
パ
ネル

[現
場
施工

]

構造
用
面
材

壁
パネ

ル

頭
つ
なぎ

継
手

頭
つな

ぎ
継
手

[現
場
施工

]

頭
つな

ぎ

〇パネル相互の接合(面材突合せ)

頭つなぎは規定のくぎ打ち

面材を突き合わせ(またぎ張り無し)とする場合、たて枠相互の接合は実験によるくぎ打ち

頭つなぎ継手部分は現場施工

①(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物パネル工法の手引」

③(一社)日本ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ建築協会発行 2025年版「枠組壁工法建築物くぎ打ちの手引」

[現
場
施
工
]

[現場
施
工
]

[現
場
施
工
]

構
造
用
面
材

構
造
用
面
材

鼻
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め

あ
お
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め
金
物

[現
場
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工
]

木質
構
造
用
ね
じ

軒先部分の面材を工場施工とする場合

たるきから壁パネルへの接合は、木質構造用ねじで留付

枠組壁工法:構造特記仕様書(5)

9-7. 枠組壁工法建築物パネル工法

パネルの製作及び接合方法は構造図の指定による。

軒先及び面材継手部分は構造用面材を現場施工



枠組壁工法:構造特記仕様書(6)○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版
○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

横架材に 14-ZN80

横
架
材

横架材に 12-ZN65 横架材に 12-ZN65

横
架材

横
架材

た
て
枠

PG PG

た
て
枠

LH
206

ま
ぐ
さ

た
て
枠

たて枠、床根太等の配線、配管の保護

太めくぎ 4-ZN65
パイプガードまぐさに  2-ZN65

たて枠に 10-ZN65
まぐさ受け金物

開口部の幅が1m以下の場合のまぐさとたて枠の緊結開口部の幅が1m以下の場合のまぐさとたて枠の緊結

まぐさに 2-ZN65
たて枠に 6-ZN65

まぐさ受け金物

た
て
枠

ま
ぐ
さ

LH
204

BH
S2
-2
10
L

はり
2-
21
0

梁受け金物
(2-210用)

45°にはりを接合する場合の接合部に支持点がない場合
のはりの緊結

はりに    4-ZN65はりに    4-ZN65

のはりの緊結
45°にはりを接合する場合の接合部に支持点がない場合

BHS2-210R

はり
2-210

BH
H3
-2
10

はり
3-
21
0

はりに    6-ZN90

(3-210用) (2-210用)
梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

梁受け金物

PGLH206LH204

BHS2-210LBHS2-210RBHH3-210
横架材に 10-ZN65 横架材に 10-ZN65 横架材に 12-ZN90 横架材に 14-ZN90 横架材に 14-ZN90

横架材に 16-ZN90 横架材に 14-ZN90 横架材に 14-ZN90 横架材に 16-ZN90 横架材に 10-ZN80

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材

BH
H2
-2
10

は
り
2-
21
0

はり
4-
20
8

BH
4-
208

BH
4-
210

はり
4-
21
0

BH
4-
212

はり
4-
21
2

はり
3-
20
8

BH
3-
208

BH
3-
210

はり
3-
21
0

BH
3-2

12

は
り
3-
21
2

BH
2-2

08

は
り
2-
20
8

BH
2-2

10

は
り
2-
21
0

は
り
2-
21
2

BH
2-2

12

はりに    6-ZN65

(2-210用)(4-212用)(4-210用)
梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

はりに    6-ZN90

梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

はりに    6-ZN90

梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

(4-208用)

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

梁受け金物

はりに    6-ZN90

(3-212用)

はりに    6-ZN90

梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

(3-210用)

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

梁受け金物

はりに    6-ZN90はりに    6-ZN90

(3-208用)
梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

(2-212用)

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

はりに    6-ZN65

梁受け金物
(2-210用)

梁受け金物

はりに    6-ZN65

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

(2-208用)

はりに    6-ZN65

梁受け金物

BH2-208 BH2-210 BH2-212 BH3-208 BH3-210

BH3-212 BH4-208 BH4-210 BH4-212 BHH2-210

TW-30TW-23TS JH-S204・206 JH204・206

JH2-204

JH2-206
JH208・210 JH212 JHS208・210R JHS208・210L

たるきに   4-ZN40
頭つなぎに 1-ZN40
上枠に     1-ZN40
たて枠に   4-ZN40たて枠に   4-ZN40

上枠に     1-ZN40
頭つなぎに 1-ZN40
たるきに   4-ZN40

上枠に     2-ZN40
頭つなぎに 2-ZN40
たるきに   4-ZN40

あおり止め金物あおり止め金物あおり止め金物 根太受け金物
(204及び206用)

根太に   4-ZN40 根太に   4-ZN40

(204及び206用)
根太受け金物

床根太、たるき、屋根根太又は天井の接合部に支持点が
ない場合の緊結 ない場合の緊結

床根太、たるき、屋根根太又は天井の接合部に支持点が

床根太、たるき、屋根根太又は天井の接合部に支持点が
ない場合の緊結

(2-204及び2-206用)

根太に   4-ZN65

根太受け金物

ない場合の緊結
床根太、たるき、屋根根太又は天井の接合部に支持点が

根太受け金物 (208及び210用)

根太に   6-ZN40

根太受け金物

床根太、たるき、屋根根太又は天井の接合部に支持点が
ない場合の緊結

(212用)

根太に    6-ZN40 根太に    6-ZN40

根太受け金物
(208及び210用右勝手)

45°に根太を接合する場合の接合部に支持点がない場合
の緊結 の緊結

45°に根太を接合する場合の接合部に支持点がない場合

根太受け金物

根太に    6-ZN40

(208及び210用左勝手)

JHS208・
210R JH

S2
08
・
21
0L

JH
20
8・

21
0

JH2
12

JH
2-
20
4・

2-
20
6

JH
204

・
20
6

JH
-S
204

・
20
6

た
る
き

頭
つ
な
ぎ

上
枠

た
て
枠

TW
-3
0

た
て
枠

上
枠

頭
つ
な
ぎ

た
る
き

上
枠

頭
つ
な
ぎ

た
る
き

TW
-2
3TS

根
太
20
4・

20
6

根
太
20
4・

20
6

根
太
2-
20
4・

2-
20
6

根
太
20
8・

21
0

根
太
21
2

根
太
208・

210 根
太
208

・
21
0

横
架
材

横
架
材

横架材に 6-ZN40横架材に 4-ZN40

横
架
材

横
架
材

横
架
材

横
架
材横架

材

横架材に 10-ZN65横架材に 10-ZN65横架材に 10-ZN65横架材に 8-ZN65横架材に 6-ZN65

PC GL-PC S-45

SA-65SW-67S-90S-65

S-50

はりに 6-ZN65
柱頭金物 柱頭金物

はりに 8-ZN65
柱に   8-ZN65

支持柱頭部とはりの緊結

帯金物
太めくぎ 6-ZN40

根太、上枠又は頭つなぎの緊結

と土台の緊結
両面開口を設けたときの側壁のまぐさ受け及びたて枠

太めくぎ 26-ZN65

蝶ナット   M8

太めくぎ   12-ZN65

小型角座金 W1.6×23
六角ボルト M8×150

場合の隅柱及びたて枠並びにまぐさ受けと土台の緊結
土間コンクリート床スラブで構成し両面開口を設けた

ｽﾄﾗｯﾌﾟｱﾝｶｰ帯金物
太めくぎ 12-ZN40

帯金物
太めくぎ 15-ZN65

帯金物

及びたて枠と1階壁との緊結等

壁と床枠組の緊結

太めくぎ 12-ZN65
帯金物柱に   6-ZN65

柱とはりの緊結

ま
ぐ
さ
受け

た
て
枠

1階
壁

S-65

S-6
5

S-90

天
井
根
太

た
て
枠

ま
ぐ
さ受

け

土
台

SW-67

土
台
兼
用
下
枠

ア
ン
カ
ー
ボル

ト
に
緊
結

SA
-6
5

六
角
ボ
ルト

蝶ナ
ッ
ト

S-
50

土
台

は
り

柱柱

は
り

PCPC

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ
ｵｰ
ﾊﾞｰ

ﾊﾝ
ｸﾞ

側根
太

端
根
太

S-90

た
る
き

S-45

根
太

根
太

S-45

た
る
き

棟部たるきの相互の緊結

オーバーハング等の隅角部の緊結
天井根太をはりに取付ける場合の天井根太同士の緊結

た
て
枠

ま
ぐ
さ
受
け

両面開口を設けたときの隅柱、側壁のまぐさ受け

S-50

隅
柱

1階
壁

S-65

隅
柱

支
持柱

606

は
り

S-
90

GL-PC

140

壁
の
中
で支

持

S-45

側
根
太

頭
つ
なぎ

上
枠

S-45
床
ば
り

床根
太

側
根
太

床
ば
り

は
り

両面開口を設けたときの側壁のまぐさ受け及びたて枠と1階壁との緊結等
両面開口を設けたときの隅柱と1階壁との接合

10. 接合金物の使用例 ○上記金物以外を使用する場合は、各製造所の製造試験データを確認し適正なものを使用する

○構造図特記と異なる仕様の金物を使用する場合は監理者に確認の上承認を受けること

○本仕様書は(公財)日本住宅・木材技術センターの認定金物(Ｃマーク・Ｚマーク・χマーク表示金物等)を基本に記載する

たるき又はトラスと頭つなぎ、上枠の緊結 たるき又はトラスと頭つなぎ、上枠、たて枠の緊結 たるき又はトラスと頭つなぎ、上枠、たて枠の緊結
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○構造図特記と異なる仕様の金物を使用する場合は監理者に確認の上承認を受けること

○上記金物以外を使用する場合は、各製造所の製造試験データを確認し適正なものを使用する10. 接合金物の使用例

○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版 ○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること

横架材に 14-ZN80

横架
材

横架材に 12-ZN65 横架材に 12-ZN65

横
架
材

横
架
材

たて
枠

PG PG

たて
枠

LH
20
6

ま
ぐ
さ

たて
枠

たて枠、床根太等の配線、配管の保護

太めくぎ 4-ZN65
パイプガードまぐさに  2-ZN65

たて枠に 10-ZN65
まぐさ受け金物

開口部の幅が1m以下の場合のまぐさとたて枠の緊結開口部の幅が1m以下の場合のまぐさとたて枠の緊結

まぐさに 2-ZN65
たて枠に 6-ZN65

まぐさ受け金物

たて
枠

ま
ぐ
さ

LH
20
4

BH
S2
-2
10
L

は
り
2-2

10

梁受け金物
(2-210用)

45°にはりを接合する場合の接合部に支持点がない場合
のはりの緊結

はりに    4-ZN65はりに    4-ZN65

のはりの緊結
45°にはりを接合する場合の接合部に支持点がない場合

BHS2-210R

は
り
2-210

BHH
3-
21
0

は
り
3-2

10

はりに    6-ZN90

(3-210用) (2-210用)
梁受け金物

はりの接合部に支持点がない場合のはりの緊結

梁受け金物

PGLH206LH204

BHS2-210LBHS2-210RBHH3-210

支
持
柱
606

打
込み

ピ
ン

GL-PB

基
礎

添
え木

添
え
木

土
台

床
根
太

独
立
柱

PB-33

PB-42

土間
コ
ン
ク
リ
ー
ト

土間
コ
ン
ク
リ
ー
ト

独
立
柱

六角ナット M12
六角ボルト M12

全ねじボルト M12
六角袋ナット M12六角袋ナット M12

全ねじボルト M12

六角ボルト M12
六角ナット M12 打込みピン 1-φ14×100

床枠組に 8-ZN65

支持柱脚部と床枠組の緊結

柱脚金物

独立柱の支持

柱脚金物柱脚金物

独立柱の支持

基
礎

土
台

土
台

基
礎

基
礎

土
台

S-
HD1

5

土
台

基
礎

S-
HD
10

S-
HD
10

S-
HD1

0

た
て
枠

床組

床組 床組 床組

た
て枠

S-
HD1

5

S-
HD1

5

S-
HD
20

S-
HD
20

S-
HD2

5

S-
HD2

5

た
て枠

S-
HD2

0

S-
HD2

5

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て枠

た
て枠 た

て枠
た
て枠

た
て枠

た
て枠

ラグスクリュー 5-LS12

六角ボルト 5-M12

ラグスクリュー 4-LS12

六角ボルト 4-M12

ラグスクリュー 3-LS12

六角ボルト 3-M12
ホールダウン金物 又はホールダウン金物 又はホールダウン金物 又は

たて枠と基礎(土台)又はたて枠相互の緊結

ラグスクリュー 2-LS12
又は
六角ボルト 2-M12

ホールダウン金物

GL-PBPB-42PB-33

S-HD10 S-HD15 S-HD20 S-HD25

○本仕様書は(公財)日本住宅・木材技術センターの認定金物(Ｃマーク・Ｚマーク・χマーク表示金物等)を基本に記載する

HD
-S
29C

HD
-S
29
C

HD-
S2
9C

土
台

基
礎

た
て
枠

た
て
枠

たて
枠

床
組

たて枠と基礎(土台)又はたて枠相互の緊結

タッピンねじ 10-STS・HC90タッピンねじ 8-STS・HC90

たて枠と基礎(土台)又はたて枠相互の緊結

床
組

HD
-S
22
C

HD
-S
22C

たて
枠

た
て
枠

た
て
枠

HD-
S2
2C

土
台

SW-26S

と土台の緊結
両面開口を設けたときの側壁のまぐさ受け及びたて枠

タッピンねじ 11-STS・C65

S-
85
S S-85S

S-85S

両面開口を設けたときの側壁のまぐさ受け及びたて枠と1階壁との緊結等
両面開口を設けたときの隅柱と1階壁との接合

タッピンねじ 16-STS・C65

S-60S

支持柱頭部とはりの緊結

はり

S-
60
S

は
り

支持
柱

天井根太をはりに取付ける場合の天井根太同士の緊結

タッピンねじ 8-STS・C45

S-30S

S-30S

S-30S

ホールダウン金物ホールダウン金物

基
礎

土
台

帯金物

たて
枠

まぐ
さ
受
け

帯金物

ま
ぐ
さ
受け

た
て
枠

1階
壁

1階
壁

隅
柱

帯金物

天
井
根
太

帯金物

た
る
き

根
太

根
太

た
る
き

壁
の
中
で
支
持

側
根太

頭
つ
な
ぎ

上
枠

床
ば
り

床
根
太

側
根
太

床
ばり

タッピンねじ 4-STS・C45

根太の接合
上枠又は頭つなぎ相互の接合
棟部たるき相互の接合
側根太相互の接合

S-30S

SW-26S

S-85SS-60SS-30S

HD-S22C HD-S29C

HD
-N
25

HD
-N
25

HD
-N
25

HD
-N
15

HD
-N
15

HD
-N
15

た
て
枠

た
て
枠

土台

基礎

床
組

た
て
枠

た
て
枠

床
組

基礎

土台

た
て
枠

た
て
枠

HD
-N
20

HD
-N
20

HD
-N
20

た
て
枠

た
て
枠

土台

基礎

床
組

た
て
枠

HD
-N
10

HD
-N
10

HD
-N1

0

HD
-N
5

HD
-N5

HD
-N5

太めくぎ 26-ZN90太めくぎ 20-ZN90太めくぎ 16-ZN90太めくぎ 10-ZN90
ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

太めくぎ 6-ZN90

土
台

基
礎

床
組

基
礎

土
台

床組

たて
枠

たて
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

ホールダウン金物

たて枠と基礎(土台)又はたて枠相互の緊結

ラグスクリュー 5-LS12

六角ボルト 5-M12

ラグスクリュー 4-LS12

六角ボルト 4-M12

ラグスクリュー 3-LS12

六角ボルト 3-M12
ホールダウン金物 又はホールダウン金物 又はホールダウン金物 又は

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て
枠

た
て枠

た
て枠

た
て枠

た
て枠

床
組

HD
-B
10

HD
-B1

0
HD
-B
15

HD
-B
10

土
台

基礎

HD
-B
25

HD
-B
25

HD
-B
20

HD
-B
20

HD
-B
15

HD
-B
15

床
組

基礎

土
台

HD
-B
20

土
台

基礎

床
組

た
て
枠

HD
-B
25

た
て
枠

床
組

基礎

土
台

たて枠と基礎(土台)又はたて枠相互の緊結

ラグスクリュー 2-LS12
又は
六角ボルト 2-M12

ホールダウン金物

HD-N25HD-N20HD-N15HD-N10HD-N5

HD-B25HD-B20HD-B15HD-B10

金物メーカー仕様による
強度確認の上使用する

構造用集成梁・ＬＶＬ梁の接合

集成材410

〇適切な梁幅の金物

適切
な
梁
幅

くぎ打ちﾀｲﾌﾟの金物

適
切な

梁
幅

集成材410

ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟの金物

〇適切な梁幅の金物

強度確認の上使用する
金物メーカー仕様による

耐力壁と床組の緊結

梁受け金物の例

ﾀｲﾀﾞｳﾝ式引寄金物
の例

基礎ﾍﾞｰｽｼﾞｸﾞ
ATSｱﾝｶｰ

ｱﾝｶｰ/ﾛｯﾄﾞ連結部

ATSﾛｯﾄﾞ(下)

ﾅｯﾄ

ｶｯﾌﾟﾗｰ
ATSﾛｯﾄﾞ(上)

ﾌﾟﾚｰﾄ座金

ATUD(ﾃｲｸｱｯﾌﾟ・ﾃﾞﾊﾞｲｽ)
丸ﾜｯｼｬ
ﾅｯﾄ

下枠

ATSﾛｯﾄﾞ(上)下階より

ﾅｯﾄ

上下階ﾛｯﾄﾞ連結部

ｶｯﾌﾟﾗｰ

ATSﾛｯﾄﾞ(下)上階より

(HDﾀｲﾌﾟのみ)
ATSﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ

ATSﾛｯﾄﾞ(上)下階より

ATUD(ﾃｲｸｱｯﾌﾟ・ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

丸ﾜｯｼｬ
ﾅｯﾄ

枠組壁工法:構造特記仕様書(7)
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スパンの中心四分の一を避けること。又穴あけの大きさは、40㎝角以内とする。

帯金物はχマーク金物を床面に取付けるか、Cマーク金物を床外周部に取付ける。

⑤外周及び床開口廻りのCLT床パネル接合位置には帯金物を施工する。

頭つなぎ材を金物等で補強する。

この場合、鋼板のビスの留め位置が極力CLTパネルのラミナ木口部にならないよう注意する。

③床パネルの外周側面のパネル接合部には構造図特記により、χマーク金物を施工する。

χマーク金物により補強接合を行う。

②原則として、床パネル同士は、スプライン接合にて接合する又、構造図特記により必要箇所に

①床開口の外周部等でCLTパネルを配置出来ない部分にはパネルせいと同寸の構造用集成材等のはり

④跳ね出し寸法の大きいバルコニー床パネル施工では、予め支保工を設置し安全を図る。

③建て方施工前に、下階の壁の天端精度を確認し、不陸が許容値を上回る場合は補正する。

②2階以上の階の床パネルを高所で加工調整は危険である為、必要な場合は建て方前に地盤面で加工を

・材料規格・材寸の確認が重要。

①CLTパネルは、寸法も大きく現場での加工、修成は困難であり材の搬入時に、加工図等による、材種

構造図特記に従う。

耐
風

ば
り

吹抜

はね出しバルコニー

帯金物

帯金物

帯
金

物

帯金物 帯金物

S-90×2
帯金物 帯金物

耐風ばり

帯金物

帯金物

帯
金

物

帯
金

物
帯

金
物

帯金物 帯金物

下階構造壁・梁

スプライン接合

帯金物

帯金物

強軸方向

Cマーク金物施工例

帯金物

帯金物

Cマーク金物を使用する場合は、CLTパネルのラミナ木口面を避け、木端面に施工する。

⑥各床パネルへの穴あけは、構造図特記に基づいて行う、この場合穴あけ位置は

頭つなぎ

上枠

スプライン

継手
600mm以

上離
す CLT床パネル

④CLT床パネルの接合位置と、下階

600㎜以上離して配置するか

の壁の頭つなぎの継手位置は

χマーク金物施工例

(1)CLT床版の配置と施工

○CLT床版配置概念図

〇CLT床パネル同士の接合

端部を下階の耐力壁等に確実に固定する。

床はね出し部のCLTパネルは、躯体側へののみ込み長さをはね出しスパンの1.5～2.0倍以上確保し、

〇CLT床パネルと下階の構造壁との接合

A B(A×1.5～2.0)

○床はね出し部の下階構造壁との接合

下部構造壁上枠よりCLTパネル上面より
長ビス施工 長ビス施工

CLTパネル側面より
CNくぎ斜め打ち

CNくぎ

下階壁

上階壁

長ビス L=135

長ビス L=290

上階壁

下階壁下階壁

上階壁

(突付け接合)

バットジョイント

バットジョイント

バットジョイント

ﾋﾞｽの打ち代が必要となり
下階の壁厚は幅広が望まれる

スプライン接合
突き付け長ビス斜め打ち(45°)

突き付け長ビス斜め打ち(60°)

(相欠き接合)

(添え木継)

ハーフラップジョイント

(2)CLT床パネルの接合方法

CLT床パネルの接合方法は下図により、構造図特記の指定により施工する。

長ビス

長ビス

突付け接合

相欠き接合

合板巾28㎜以上

による
構造図特記

構造図特記
による

による
構造図特記

斜め打ち

平打ち

平打ち

平打ち

その他金物

Cﾏｰｸ帯金物

ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

STS6.5F

STS・C65

帯金STW-800

帯金STW-790

CN90

ﾋﾞｽ

くぎ

構造用合板28㎜

ﾊｰﾌﾗｯﾌﾟｼﾞｮｲﾝﾄ

ﾊﾞｯﾄｼﾞｮｲﾝﾄ

下階壁へ施工

パネルへ施工

床パネル

による

床パネルから

下階壁から床

壁下枠から

構造図特記

補強金物接合

ｽﾌﾟﾗｲﾝ接合

抵抗金物
耐力壁引抜力

同一階壁 - 床パネル

床梁 - 床パネル

下階壁 - 床パネル

壁・梁の有る場合

床パネル - 床パネル

緊結する部分
接合部の継手

緊結の方法

備考間隔等打ち方接合具の種類

長ビス

緊結部直下に下階

χﾏｰｸ金物

〇CLT床パネルの接合方法は構造図特記による、原則的な接合仕様は下表による。

〇CLT屋根パネルの接合方法は構造図特記による、原則的な接合仕様は下表による。

は、トラス方式、屋根梁方式等になる。

屋根組は原則として、枠組壁工法規定による。

○CLTパネルによる屋根架構には次の方法があり、構造図による。

構造図特記に従う。

CLTの屋根組構成は、構造計算により設定されているため、ファスナー(くぎ・ビス等)構造金物の仕様は

○CLT屋根パネル - けらば部取合い○棟ばり - CLT屋根パネルの取合い

長ビス

緊結する部分
接合部の継手 接合具の種類 打ち方 間隔等 備考

緊結の方法

ｽﾌﾟﾗｲﾝ接合

ﾊﾞｯﾄｼﾞｮｲﾝﾄ
壁・梁の有る場合
緊結部直下に下階

屋根パネル
屋根パネル -

屋根パネル -
軒先壁

屋根パネル - 棟梁

小屋壁・小屋梁
屋根パネル -

構造用合板28㎜

くぎ CN90

ﾋﾞｽ STS・C65

長ビス

長ビス

羽子板ﾎﾞﾙﾄ

長ビス

平打ち

斜め打ち

構造図特記
による

構造図特記
による

構造図特記
による

構造図特記
による

合板巾28㎜以上

②屋根たるきに替えて、CLTパネルにより屋根架構を施工方法

屋根パネルにCLTを使用する場合、小屋組

天井パネルにCLTを使用し、その上に小屋組施工

(1)CLTの屋根組構成

①天井根太に替えて、CLTパネルによる水平盤を施工しその上に枠組壁工法製材に

よる屋根架構を施工する方法

11-1.枠組壁工法接合部の標準仕様 - CLT床組

11-2.枠組壁工法接合部の標準仕様 - CLT屋根組

[2025年12月11日]
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(エンジニアリングウッド)を配置する。

行う(ボルト穴・ビス穴等の下穴)。

CLTの壁構成は、構造計算により設定されている為、ファスナー(くぎ・ビス等)・構造金物の仕様は

2
10

2
10



※脚部用ランナー金物は、構造図特記により制作し工事監理者の承認を得る。

MPWとランナー金物との接合はZNくぎとする

ランナー金物の下部床組みへの固定は、MDビス又はZNくぎとする。

①ミッドプライウォールと下部床組等との接合はMDビス140又はMDビス180を使用し、

○ミッドプライウォールと下部床組の接合方法

ミッドプライウォールと上部床組等との接合はMDビス140又はMDビス180を使用し、

(3)ミッドプライウォールの上下床組みとの接合

斜め打ち(60度)にて施工する。

に施工する。

先行施工する必要がある。たて枠の構成を行う。

は±3.0㎜以下を確保する。

施工は、構造図特記による。

するかは、構造図詳細による。

MPW耐力壁同士は以下の接合方法によれば、壁長を加算とみなすことができる。

※添え鋼板施工による継手施工は、鋼板厚等構造図特記による。

〇ミッドプライウォールの合せたて枠くぎ打ち規定は下表による。

「たて枠構成くぎ」は面材部へ貫通しないよう部材を配置する。

「たて枠構成くぎ」は面材部へ貫通しないように部材を配置する。

MPW壁材(面材)

〇ミッドプライウォールの仕様材料は下表による。

MPW-Qは210材に概ね一致する。

②4種類の層構成とするMPW耐力壁の壁厚は、MPW-Sは204材、MPW-Dは206材、MPW-Tは208材、

○ミッドプライウォールと上下床組等との接合規定

MPW-S

シングル

MPW-D

ダブル

MPW-T

トリプル

MPW-Q

クワドラプル

緊結する部分
緊結の方法

接合具の種類 打ち方　間隔 備考

ビス

鋼板添え

鋼板添え

ビス

ビス

鋼板添え

鋼板添え

ビス

MD-140

MD-180

BPL3.2-STS C65

PL3.2-STS C65

MD-140

MD-180

BPL3.2-STS C65

PL3.2-STS C65

MD-140

MD-180

BPL3.2-STS C65

PL3.2-STS C65

MD-140

MD-180

BPL3.2-STS C65

PL3.2-STS C65

両面@300

壁長2m以下 両面@500

壁長4m以内 両面@400

壁長4m超   両面@250

壁長4m超   両面@250

壁長4m以内 両面@400

壁長2m以下 両面@500

壁長2m以下 両面@500

壁長4m以内 両面@400

壁長4m超   両面@250

両面@150

壁長4m以内 両面@200

壁長2m以下 両面@300

壁長4m超   両面@150

壁長4m超   両面@150

壁長2m以下 両面@300

壁長4m以内 両面@200

壁長4m超   両面@150

壁長2m以下 両面@300

壁長4m以内 両面@200

両面@100

壁長2m以下 両面@200

壁長2m超   両面@100

壁長2m超   両面@100

壁長2m以下 両面@200

壁長2m超   両面@100

壁長2m以下 両面@200

両面@75

壁長2m以下 両面@150

壁長2m超   両面@75

壁長2m超   両面@75

壁長2m以下 両面@150

壁長2m超   両面@75

壁長2m以下 両面@150

角度60度
ﾋﾞｽ打ち込み

ﾋﾞｽ打ち込み
角度60度

ﾋﾞｽ打ち込み
角度60度

ﾋﾞｽ打ち込み
角度60度

ＺＮくぎ

ＺＮくぎ

ＺＮくぎ

ＺＮくぎ

○ミッドプライウォールと上部床組の接合方法

斜め打ち(60度)にて施工する

長ﾋﾞｽ斜め打ち施工の場合 壁脚部鋼板ﾗﾝﾅｰ施工の場合

鋼板ﾗﾝﾅｰ施工

壁脚鋼板ﾗﾝﾅｰを床組

にくぎ固定

長ﾋﾞｽ施工

長ﾋﾞｽ施工

①ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物の最上部を、ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ

②ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物の「緩み防止装置」の

③ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの施工精度

金物とするか、座金ﾅｯﾄ締めと

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物
座金・ﾅｯﾄ締め

ﾀｲﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

○タイダウン金物の設置概念図

ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物の座金ﾌﾟﾚｰﾄ巾に合わせ ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物は、取付上たて枠に

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物はﾐｯﾄﾞﾌﾟﾗｲｳｫｰﾙ側

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物施工間隔ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物施工間隔
座金ﾌﾟﾚｰﾄ巾以上

②ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物の場合のたて枠構成

添え鋼板

添え鋼板は壁高さで施工

鋼板(PL3.2-STS)添えくぎZN65打ち

MPW-Dの壁継手例

MD180ﾋﾞｽ斜め打ち

MPW-Dの壁継手例

MD140ﾋﾞｽ斜め打ち

MPW-Sの壁継手例

(4)ミッドプライウォールの端部金物接合

①ﾀｲﾀﾞｳﾝ金物の場合のたて枠構成

MPW-D

ダブル

MPW-T

トリプル

MPW-Q

クワドラプル

MPW-S

シングル

ビス

鋼板添え

ビス

鋼板添え

ビス

鋼板添え

鋼板添え

ビス

PL3.2-STS C65

MD-180

PL3.2-STS C65

MD-180

PL3.2-STS C65

MD-180

PL3.2-STS C65

MD-140

ﾋﾞｽ打ち込み角度60度

－

ﾋﾞｽ打ち込み角度60度

－

ﾋﾞｽ打ち込み角度60度

－

－

ﾋﾞｽ打ち込み角度60度

両面@50

両面@75

両面@100

両面@200

緊結する部分
打ち方　間隔 備考接合具の種類

緊結の方法

片面@100

片面@100

片面@100

片面@100

片面@100

片面@100

片面@100

両面@150

片面@100

くぎ

くぎ

ビス

くぎ

ビス

くぎ

ビス

ビス

くぎ

備考間隔等くぎの種類

緊結の方法
緊結する部分

+
ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞⅡ(P6×135Ⅱ )φ6.0

CN75F

MDビス(SDS-180)φ6.5

CN75F

+
ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞⅡ(P6×135Ⅱ )φ6.0

CN90F

CN75F

+ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞⅡ(P5×80Ⅱ )φ5.0

CN75F
2本合わせ

3本合わせ

4本合わせ

5本合わせ

合せたて枠構成くぎは構造用面材を貫通させないこと

MPWたて枠204の場合 MPWたて枠206の場合

(d)MPW面材の端部

MPWの端部では、「面材くぎ」と「合せたて枠構成くぎ」は、明確に区分して施工する。

クワドラプル

MPW-Q

トリプル

MPW-T

シングル

MPW-S

ダブル

MPW-D

合せたて枠構成くぎは構造用面材を貫通させないこと

面材の継手部では、「面材くぎ」と「合せたて枠構成くぎ」は、明確に区分して施工する。

(c)MPW面材の継ぎ手部

(b)MPWたて枠構成 面材中間部

MPWたて枠204の場合 MPWたて枠206の場合
くぎ又はビス1列打ち くぎ又はビス2列打ち

MPW-S

パネリード L=80 パネリード L=135

MPW-D

MDビス L=180

MPW-T

パネリード L=135

MPW-Q

MPW-S MPW-D

片面@100

CN75

片面@100

CN75 CN90

両面@150

MPW-D

CN75

片面@100

MPW-T MPW-Q

片面@100

CN75

(a-2)MPW一般部(ビス接合の場合)

(3)ミッドプライウォール耐力壁同士の接合

○ミッドプライウォールの壁継手部の接合規定

(a-1)MPW一般部縦方向(くぎ接合の場合)

MPW壁面材くぎ

MPW合わせたて枠構成くぎ

〇ミッドプライウォールのたて枠構成と面材の接合方法

(2)ミッドプライウォール耐力壁構成材の接合方法

MPWの壁長L
MPW端部補強たて枠

MPW合せたて枠

▲Qa算定位置 ▲Qa算定位置

▼壁長(呼び)▼壁長(呼び)

〇ミッドプライウォール耐力壁の壁長

外端部間の距離(MPW補強たて枠の内法距離)とし、L=600mm以上とする。

MPWの許容せん断耐力Qaを算定する際の壁長Lは壁端部のMPW合わせたて枠の

MPW-W 206

材 料 様仕 面断

MPW上枠

MPW下枠

MPW端部補強

たて枠

MPW合せたて枠

MPW壁材(面材)

枠組壁工法製材

等級・樹種等は構造図特記

による

MPW-S 204

構造用ﾊﾟﾈﾙJAS3級以上

MPW-T 208

MPW-Q 210

204

206

12㎜

11.1㎜

面材継手

面材厚
構造用合板2級以上

ｸﾜﾄﾞﾗﾌﾟﾙ仕様(MPW-Q)

2
10

材

ﾄﾘﾌﾟﾙ仕様(MPW-T)

2
08

材

20
6材

2
04

材

○ミッドプライウォールの層構成と壁厚

ｼﾝｸﾞﾙ仕様(MPW-S) ﾀﾞﾌﾞﾙ仕様(MPW-D)

タイダウン金物(推奨)

床材

下枠

MPW下枠

MPW上枠

上枠 ※上枠と梁の間に頭つなぎを設けてもよい

はり(集成材等による根太)

MPW端部補強たて枠

MPW合わせたて枠

MPW壁材(面材)

MPWと床版等との接合(長ビス等)

パネル端部補強(参考:タイダウン)

○ミッドプライウォール概念図

(1)ミッドプライウォール耐力壁(MPW)の壁組構成

MPWの壁構成は構造計算により設定されており製作・施工は試験成績書を参考とする。

それぞれ、シングル仕様(MPW-S)、ダブル仕様(MPW-D)、トリプル仕様(MPW-T)、

クワドラプル仕様(MPW-Q)とする。

○本特記仕様内容は、設計内容に合せて設計者の責任において記入、あるいは書き換えること一般社団法人　日本ツーバイフォー建築協会　2025年版
○本特記仕様内容は、国土交通省官庁営繕部監修 令和7年版「公共建築木造工事標準仕様書」に対応した特記仕様書とする

12.ミッドプライウォール耐力壁

枠組壁工法:構造特記仕様書(9)

[2025年12月11日]

①MPWは枠組材の間に挟み込む壁材(構造用パネル(OSB))を1枚～4枚の範囲で設計でき、

ファスナー(くぎ・ビス等)の仕様は構造図特記に従う。

枠組壁工法:構造特記仕様書(9)

②壁脚部用のランナー金物(C型鋼材　PL-3.2-STS)を壁脚長で施工する。
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